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特別支援教育・不登校など
多様性のある児童生徒への
支援

障害・疾患の周辺児の拡大

個 性 障害障害・疾患

児童生徒が示す状態が「個性」か「障害」か判別ができない
という声を聴くことが多い．．．．．

（障害とは‥「社会的に支援が必要な状態．社会が支援の義務を
負う」とされてきたが･･･、『発達障害』概念が登場して、
その捉え方は変わってきている･･･、『境界域』の増加も･･･、）

日本における特殊教育から
特別支援教育･インクルーシブ教育の制度化

特殊教育
（1947/79年〜2007年）

特別支援教育
（2007年～）

インクルーシブ

教育（2014年～）

対象 障害児者
障害の有無によらず
特別な教育的支援

多様な支援ニーズ

条件 障害診断が必要
診断は必ずしも
必要ない

診断は必要ない

教育
の場

盲・聾・養護学校,小

中学校内の特殊学
級.
（各障害/各学校に応じた
支援を提供）

通常の学級,特別支援学
級,特別支援学校のいず
れかを選択．
（どの場でも支援を提供）

基本的には,通常の学級．

本人の選択により特別支
援学級･支援学校. （どの場

でも支援を提供）

目的 障害の克服 通常教育と同等 通常教育と同等

分離
混合

包含
分離教育 分離･混合･包含教育

（交流・共同学習の推進）

包含教育
（一緒の教育が基本）
※現状は分離・混合が継続

3

特別支援学級
3.4％

要支援

8.8％
文科省（2022）

通常学級

要支援児

要支援児

特別な支援が必要な子ども
4

援助要請○

援助要請×周
囲
児

援助提供す
る周囲児
8割

半数

半数

援助提供しない
周囲児2割

通級に
よる指導
1.7％

特別支援学校
0.8％

約93％

不登校
小1.3%
中5.0%

知的障害等
(認定就学者)

約3％

全体の
約80％

※様々な支援ニーズ
・多様性含めて

2.6%
約7％

通常学級における児童生徒の様々な問題

学習の不全／行動の偏り･歪み／精神的な困り感

学習の
支援ニーズ

･ゆっくり学ぶ
タイプ

(スローラーナー)

･怠学
･境界域知能
･非行 など

発達障害と
その周辺児

･ＬＤ
･ＡＤＨＤ
･ＡＳＤ
･軽度知的障害
（IDD）

など

心因性
(虐待ネグレクト
/ストレス)
･親子関係の問題

･愛着の問題
･経験不足
･ＰＴＳＤ
･心因性の不調

精神障害
･小児うつ病
･統合失調症
･神経症
･強迫性障害
･パニック障害

など

教育的な支援プログラム 相談支援・福祉 医 療

・with 軽度IDD
発達障害

・with 軽度IDD
発達障害

学習面で著しい
困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動
性-衝動性の問
題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこ
だわり等の問
題を著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

８．８％

10年前は6.5%
（↑2.3ポイント）
20年前は6.3%

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9%
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学習面で著しい
困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動性-衝動
性の問題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこだわり等
の問題を著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

８．８％

10年前は6.5%
（↑2.3ポイント）
20年前は6.3%

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9%

「聞く」「話す」の困難 2.5%

「読む」「書く」の困難 3.5%

「計算」「推論」の困難 3.4%
学習面で著しい 困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動
性-衝動性の問
題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこだ
わり等の問題を
著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

８．８％

10年前は
6.5%

（↑2.3ポイント）
20年前は6.3%

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9%

「不注意」が著しい 3.6%

「多動性ー衝動性」が著しい 1.6%

「対人関係やこだわり等」が著しい 1.7%

学習面で著しい
困難を示す

男子8.3%
女子4.5%

不注意や多動
性-衝動性の
問題を著しく

示す

男子6.6%
女子1.4%

対人関係やこ
だわり等の問
題を著しく示す

男子2.7%
女子0.7%

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

男子12.1%
女子5.4%

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9%

学習面で著しい
困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動性-衝動
性の問題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこだわり等
の問題を著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用小１ 9.1%

小２ 9.0%

小３ 8.2%

小４ 7.3%

小５ 6.8%

小６ 6.4%

中１ 4.1%

中２ 4.1%

中３ 2.9%

小学校 ７．８％

中学校 ３．７％

小１ 12.0%

小２ 12.4%

小３ 11.0%

小４ 9.8%

小５ 8.6%

小６ 8.9%

中１ 6.2%

中２ 6.3%

中３ 4.2%

小学校 １０．４％

中学校 ５．６％

学習面で著しい 困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動
性-衝動性の問
題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこだ
わり等の問題を
著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用小１ 2.0 %

小２ 2.4%

小３ 2.1%

小４ 1.5%

小５ 1.9%

小６ 1.9%

中１ 1.3%

中２ 1.2%

中３ 0.8%

中１ 3.0%

中２ 3.3%

中３ 1.6%

小１ 5.6%

小２ 5.8%

小３ 5.1%

小４ 4.5%

小５ 3.7%

小６ 3.8%

小学校 ２．０％

中学校 １．１％
小学校 ４．７％

中学校 ２．６％

学習面で著しい
困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動
性-衝動性の問
題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこ
だわり等の問
題を著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

８．８％

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9% 特別な支援が必要！ ２８．７％

特別な支援は不必要 ７０．６％

不明 ０．７％

困難あり

要支援
２．５％

※この中で
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学習面で著しい
困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動
性-衝動性の問
題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこ
だわり等の問
題を著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

８．８％

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9% 現在,通級指導を受け
ている

１０．６％

過去,通級指導を受け
ていた

２．０％

受けていない ８６．９％

通級指導
１．１％

※この中で

学習面で著しい
困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動
性-衝動性の問
題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこ
だわり等の問
題を著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

８．８％

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9% 現在,支援員が付く １３．８％

過去,支援員が付いた １．９％

いない ８３．９％

支援員が
寄り添う
１．４％

※この中で

学習面で著しい
困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動
性-衝動性の問
題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこ
だわり等の問
題を著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合
（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

８．８％

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9%

補習・宿題の工夫
２．８％

個別指導（授業中）

１．６％

※この中で

【授業外】補習・宿題の工夫(過去含む) ３２．３％

【授業内】個別指導等(過去含む) １８．４％

【授業外】個別配慮･支援しない ６７．２％

【授業内】個別配慮･支援しない ８１．５％
学習面で著しい
困難を示す

６．５％（↑2.0）

不注意や多動
性-衝動性の問
題を著しく示す

４．７％（↑1.7）

対人関係やこ
だわり等の問
題を著しく示す

１．７％（↑0.1）

特別な教育的支援を必要とする
児童生徒の割合

（文部科学省，2022）

学習面又は
行動面の著し
い困難を示す

８．８％

ASSQを使用 ADHD評価スケールを使用

LDI-Rを使用

0.7%

2.1%

1.0%

0.9%

座席・コミュニ
ケーションの配慮
習熟度別・個別課

題の工夫
５．０％

専門家の助言
２．３％

※この中で

【授業内】座席･コミュニケーションの
配慮･習熟度別･個別課題の工夫

(過去含む)

５６．３％

定期的な専門家の助言 （過去含む） ２６．０％

不登校の現状

【不登校児童生徒の割合（Ｒ３）】

小学校１.３％
中学校５.０％

※９年連続で増加
※不登校児の63.7％は相談･指導等を
受けている

小学校 2学級あたり約１名
77人に1人

中学校 １学級あたり約2名
20人に1人

不登校の現状

•不登校生徒数の推移（高等学校）

不登校経験者の多くは通
信制や定時制、サポート
校等に通っており、、、

高校入学後に不登校になった者 ＆ 中学までの不登校経験者
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文部科学省（２０２１）：
前年度に不登校にあった

小６ 713名
中2 1,303名

を対象とした調査結果より

小6児童

1位 先生のこと
2位 身体不調
3位 生活リズム

文部科学省（２０２１）：
前年度に不登校にあった

小６ 713名
中2 1,303名

を対象とした調査結果より

中2 生徒

1位 身体不調
2位 勉強
3位 先生のこと

文部科学省（２０２１）：
前年度に不登校にあった

小６ 713名
中2 1,303名

を対象とした調査結果より

【小6】
1位 ほっとした
2位 自由が嬉しい
3位 勉強が不安

【中2】
1位 勉強が不安
2位 ほっとした
3位 進路に不安

文部科学省（２０２１）：
前年度に不登校にあった

小６ 713名
児童生徒の保護者を対象
とした調査結果より

【小6】
1位 Ｉネット＆

ゲーム
2位 腹痛･頭痛･

発熱
3位 落ち込み
4位 他人を

避ける

文部科学省（２０２１）：
前年度に不登校にあった

中2 1,303名
児童生徒の保護者を対象
とした調査結果より

【中2】
1位 Ｉネット＆

ゲーム
2位 腹痛･頭痛･

発熱
3位 他人を

避ける

不登校の要因

無気力・不

生活リズム・遊

友人関係の問

親子のかかわ

学業不振
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不登校の要因

•一方で…

• NHK「不登校、その先を考えてほしい」https://www.nhk.or.jp/d-navi/2020/article_29.html

2020年のNEWS
ですが

不登校の要因

•不登校は、学校、家庭、本人などに係る多くの要因が
複合して起きているもの。

家庭や学校などのさまざまな要因と、本人における
要因が重なりあって、不登校という現象として現れる

近年の不登校支援のあり方(文部科学省，2015)

 チーム支援

✓不登校などの生徒指導等に関わる問題が複雑多様化

✓学校や教員だけでは十分に解決できない課題の増加

チーム学校

連携

教育・心理・福祉・医療
等が連携しながら，

チームで不登校児童生
徒を支援する

近年の不登校支援のあり方

 ニーズに応じた不登校支援の階層性

サロン型支援

［居場所支援］

［個別的支援］

環境調整

✓ 実線：直接的支援
点線：間接的支援

訪問型支援
（家庭・図書館・店）

心理教育的アプロー
チ

心理療法・薬物療法

適応指導教室
フリースクール・塾
保健室・相談室

アウトリーチ
型支援

外国にルーツのある児童生徒への支援

3,075,213人

+314,578人

在留外国人数の推移

日本経済新聞電子版 2023年3月24日より引用

法務省より引用

国籍・地域別 在留外国人数の推移

761,563人

489,312人

411,312人

法務省(2023).「帰化許可申請者数、帰化許可者数及び帰化不許可者数の推移」を参考に作成

帰化

・その国の国籍を有しない

者（外国人）からの国籍の

取得を希望する旨の意思

表示に対して、国家が許可

を与えることによって、その

国の国籍を与える制度

(国籍法第４条)

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

帰化許可者数の推移

合計 韓国・朝鮮 中国

2,663人

2,226人

外国にルーツのある児童生徒への支援
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7,227人増加(14.1%増加)

6,872人増加(16.9%増加)

355人増加(3.4%増加)

令和3年度 日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（2022）より引用

日本語指導が必要な児童生徒数の推移(公立学校)

外国にルーツのある児童生徒への支援 外国にルーツのある児童生徒への支援

中退率・進学率と就職 文 化 言 語

➢ 日本語指導が必要
な児童生徒数は
年々増加している

➢ 生活言語と学習言語
➢ ダブルリミテッド…
言語力の限界

➢ ヤングケアラー…

家族への通訳

➢ 食べてはいけないも
の(イスラム教…豚、
アルコールなど)

➢ クリスマス、初詣など
季節行事

➢ 日本語指導が必要
な高校生等(2022年
現在)…

中退率(5.5%)
※全高校生等1.0%
進学率(大学
等)51.8% ※全
高校生等73.4%

➢ 就職者における非正
規就職率39.0%
※全高校生等3.3%


